
近況報告（教務関係） 

 

教務主事 田中 聡 

 

（１）新型コロナウイルス感染症拡大に伴う就学体制の変遷 

【4 月～5 月上旬の対応 ～「命を守る」「学びを止めない」～】 

1. 授業開始の延期、登校禁止の決定 

2. 遠隔授業の実施に向けた検討・準備 

3. 学習課題の送付（4/15） 

 

【5 月中旬以降の対応 ～「新しい生活様式の徹底」「登校機会の段階的拡大」～】 

1. Microsoft365 等設定作業のための分散登校（5/11～5/13） 

2. Teams を活用したオンデマンド型の遠隔授業を開始（5/14～） 

3. 遠隔授業を基本としつつ、実験・実習科目で面接授業を開始（6/1～） 

卒業研究・特別研究に係る研究室活動の再開（ 〃 ） 

4. 1～3 年の授業を面接授業として実施（7/13～） 

5. 全学年の授業を面接授業として実施（10/2～） 

 

（２）8月～1月の主な行事・対応 

【8 月】 

・24 日～28 日、4 年必修インターンシップをオンラインで実施 

・BYOD ワーキンググループの発足（来年度以降の BYOD 体制の段階的導入に向けて） 

【9 月】 

・前期末評価の実施（通常の形式の定期試験を実施せず、教員に対し柔軟かつ配慮ある対応を要請） 

・前期終了科目に係る特例措置の制定（単位再評価の対象となるケースを時限的に拡大） 

【10 月】 

・1 日、後期始業式を校内放送で実施 

・1 日、TOEIC-IP テストを校内で追加実施（TOEIC 公開テストが受験困難なため） 

・14 日～30 日、保護者会（1～4 年）の実施 

・23 日、3 年工場見学（県内）の実施 

【11 月】 

・25 日、4 年編入試験の実施（はじめて口頭試問形式で実施） 

・30 日～12 月 4 日、後期中間試験（1～3 年）の実施 

  



【12 月】 

・11 日、TOEIC-IP テストを校内で追加実施（TOEIC 公開テストが受験困難なため） 

・最後の未着留学生の到着 

・次世代 ICT 教育ワーキンググループの発足（遠隔授業の手法等をふまえた今後の授業の在り方を検討） 

・26 日～1 月 4 日、冬季休業 

【1 月】 

・12 日、大雪のため全学生に自宅待機を指示（授業は遠隔授業か後日補講で対応） 

・15 日、校内一斉試験の日（CBT、TOEIC-IP） 

・15 日、進路ガイダンス（4 年ほか）を対面とオンラインを併用して実施 

・21 日、第 1 学年入学推薦選抜の実施（志願者全員受検、追試験なし） 

 

（３）2月・3月の主な予定 

【2 月】 

・2・3 日、卒業研究発表会 

・16 日～24 日、学年末試験 

・21 日、第 1 学年入学一般選抜（本試験） 

【3 月】 

・7 日、第 1 学年入学一般選抜（追試験、対象者があった場合） 

・16 日～26 日、4 年保護者会 

・19 日、卒業・修了式 

・20 日～、学年末休業 

 

（４）令和3年度の予定 

・オリンピック・パラリンピック期間には授業を行わない学事歴で対応予定 

・授業は面接授業を基本として行う予定 


